
会員機関名

所在地

電話 FAX

E-mail Webサイト(HP)

発明の発掘 発明の特許化 特許管理 マーケティング ライセンシング

契約実務 共同研究・委託研究等の組成 インキュベーション 大学発ベンチャー支援

大型プロジェクト支援 国際産学官連携 その他（産学官連携、知的財産関連全般）

coordinate@airimaq.kyushu-u.ac.jp https://airimaq.kyushu-u.ac.jp/

コ
ン
タ
ク
ト
先

業務範囲

活動の特徴・
アピール点・

技術移転事例等

国立大学法人 九州大学 学術研究・産学官連携本部

　平成15年10月に「知的財産本部」を設置以来、九州大学の社会連携機能の中核組織として、九州大学の教育・研究活動と地域・
社会・産業界との『インターフェイス』の役割を果たしてきました。特に、平成16年の国立大学法人化以後、大学の社会的な役割の
大きな変化の中で、九州大学における産学官連携・知的財産戦略の対外的窓口として、知的財産本部はその機能や役割を多角
化し強化してきました。
　平成19年7月には、国際産学官連携センターを設置し、平成23年4月には、同センターをユニット化して、九州大学の国際産学官
連携活動を質量ともにより強化すべく活動を行っています。更に、平成24年9月には、ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレー
ター(URA)制度の導入に伴い、URA人材を配置し、外部資金獲得に繋がる提案や支援体制の強化を図っています。
　平成25年度には、更なる産学官連携機能の強化及び持続的な発展を図るために、業務プロセス及び体制の全面見直しにより業
務組織を７部門から４グループに再編するとともに、組織の活動が産学官および地域連携推進全般に拡大している実態を踏まえ
て、組織名称を「知的財産本部」から「産学官連携本部」に改称しました。また、知的財産本部は設置以来、これまでの活動に加え
て九州地域の大学・公的研究機関・自治体の産学官連携部署等との協働を強化しています。
　平成27年4月には、研究戦略企画及びプロジェクトの管理・運営等を担ってきた「研究戦略企画室」と「産学官連携本部」が統合
し、「学術研究・産学官連携本部」に改称しました。
　平成28年4月には同本部に、九州大学発ベンチャー創成支援への更なる注力及びアントレプレナー教育との連携機能強化を推
進するため、「ベンチャー創出推進グループ」を新設いたしました。
　令和4年4月には、学術研究・産学官連携本部等の再編により、九州大学の産学官連携活動のインターフェースとなる「オープン
イノベーションプラットフォーム（OIP）」を創設し、産学連携支援機能の強化、組織の継続性の担保、知の拠点化に向けた新事業の
展開を開始しております。

　今後も知的財産の創出・取得・管理・活用を総合的・戦略的に実施するとともに、社会と九州大学を結ぶ窓口として産学官連携活
動を推進してまいります。
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〒819-0395　福岡県福岡市西区元岡744

総合大学として、人文科学、社会科学及び自然科学のあらゆる分野を取扱の対象とする。

092-802-5145092-802-5127
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